	職種：制作　　職務：制作施工
【概要】

イベント開催について、制作業務の計画作成と制作業務の準備・実施をする仕事であり、制作管理者の指示を受けながら、進行演出計画通りに、音響・照明・映像・美術などの専門技術の制作作業を行う仕事。

【仕事の内容】
制作施工職務の仕事は、大別すると以下のとおりである。

（１）会場設営

実施計画や進行演出計画を受けて、会場設営計画を作成し、会場づくりから撤去までの作業を遂行する仕事。

（２）制作実施

実施計画や進行演出計画を受けて、自身の担当する専門技術（音響・照明・映像等）の実施マニュアルを作成し、制作作業を遂行する仕事。

【求められる知識・経験】
イベント開催について、制作管理者の指示を受けながら、進行演出計画通りに、音響・照明・映像・美術などの専門技術の制作作業などを行う制作施工職務では、自社が担当する専門技術業務に対する知識・技術・経験と、実施計画通りの品質・予算・工期で担当業務を遂行する能力が求められる。

【関連する資格・検定など】

・「イベント検定」資格試験〔社団法人日本イベント産業振興協会（ＪＡＣＥ）〕

・「イベント業務管理者」資格試験〔社団法人日本イベント産業振興協会（ＪＡＣＥ）〕など

（なお、法的に定められた工事や作業等を行う場合には、建築士、施工管理技士、電気工事士、警備業務検定等の有資格者が必須とされることがある。）

【平成11年改訂・労働省職業分類(小分類)との対応】

・１８４：デザイナー　　　　　　　　　　　・１９１：音楽家

・１９４：プロデューサー、演出家　　　　　・２５２：企画・調査事務員

・７２６：製図工、写図工　　　　　　　　　・７７７：内装仕上工

・７７９：その他の建設の職業




